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１ はじめに 
自動車の車室内には多くの操作スイッチと

その設定表示系があり、車の機能の増加に伴っ

てそれらも増加してきた。手届き（リーチ）を

考えながら操作可能な範囲に多くのスイッチ

類がレイアウトされることになるが、それが

「見やすい」位置になるとは限らない。 
表示器の視認性に関して、自動車工業会では

「表示器は見下ろし角（俯角）30deg以内に設

置する」というガイドラインを設定し1）、カー

ナビゲーション等に適用してきた。他の視覚的

表示でも視認性確保のために順守が望まれる。

しかし、表示系としては優先度が低くなるエア

コンの操作スイッチ類・表示系では、デザイン

や他の機器等との関係で30degより下方化す

ることがある。それによってスイッチ・表示系

の視認性が低下し、脇見の増加や運転操作・行

動の乱れにつながることが懸念される。 
そこで本研究では、スイッチ・表示系の下方

配置に際して、俯角と、表示認知（読み取り）

の脇見時間や運転操作・行動の関係を明らかに

し、俯角の許容範囲の提案に結びつける。 

２ 方法 
2.1 実験参加者 
自動車運転免許を有する 20歳代大学生で、

身長 158cm～173cm の男女 3 名。 
2.2 実験方法 
(1) 装置のハードウェア構成 
実験にはドライビング・シミュレータ（DS）

を利用した。DS のステアリング左下方に空

調のスイッチ（SW）と表示系をグラフィク

スで表示するためのディスプレイを設置した。 
(2) 空調 SW・表示系の位置・表示方法 

SW・表示系の表示高さは床面から 500mm，

650mm，750mm の 3 条件とした。SW の種

類は、①ロータリーSW、②つまみ SW（セレ

クター型の SW）とし（図 1）、風量 4 段階、

温度 3 段階とした。表示系は、空調温度表示

（デジタル）・風量 5 段階とした。SW の大

きさは、実車 5 車種で計測した寸法の平均値

と同等にした。以降、模擬 SW・表示系と呼

ぶ。提示用の画面は、通常、グレー色である。

提示する際には、実験者の操作で画面が白色

化した直後に、模擬 SW・表示系の画面に切

り替わり、それと同

時に音が提示される。

音を合図に、実験参

加者は模擬 SW・表

示系を視認する。こ

れらを PowerPoint
で作成した。 
(3) 作業課題 
実験参加者は、DS で、80km/h で左車線を

維持して運転した。定常運転中、模擬 SW・

表示系がランダムなタイミングで合図の音と

同時に提示された。実験参加者は音が鳴った

タイミングで模擬 SW・表示系を視認し（首

振りを許可）、その内容を読み取った。読み

取り終わったタイミングで目線を前に戻し、

ステアリング上の右側（3 時の位置）に設置

されたボタンを押して読み取り終了の合図を

出した。その後実験参加者は、読み取った風

量と温度を口頭で回答し、主観評価を行った。 
(4) 脇見時間の計測方法 

Web カメラをステアリング後方のコラム

カバー上に設置し、動画記録した。そして、

実験者の目線が正面から外れたときを起点、

正面に戻ったときを終点として、コマ送りで

その時間を計測した。 
 

図 1 SW の画像
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(5) 俯角の測定 
実験参加者の目の位置に対する模擬 SW・

表示系の俯角を測定するため、シート左側か

ら映像を記録して目の高さと表示位置を記録

し、分度器を当てて角度を導出した。 
(6) 主観評価 
見やすさを、1（非常に見難い）～7（非常

に見やすい）の 7 段階で評価した。 
(7) 操舵角の指標化方法 

DS の操舵角のログを用いて、SW 視認中

の操舵角標準偏差（SD）を求め、操舵のばら

つきの指標とした。 

３ 結果 
空調温度・風量の表示系は計測に不適切な

点があったため、解析から除外した。それに

伴い地上高 750mm のデータは欠損となった。 
3.1 主観評価 

SW が下方化し俯角が大きくなると、見や

すさは下がるという傾向が見られた（図 2）。 

 
図 2 見やすさと俯角（つまみ SW） 

3.2 脇見時間 
俯角と脇見時間の関係を実験参加者ごとに

検討した（図 3～5）。その結果、参加者 B
では俯角が変化しても脇見時間の変化がほと

んど見られなかったが、A と C では俯角が大

きくなると脇見時間も増加する傾向であった。 

 
図 3 脇見時間と俯角（参加者 A） 

 

図 4 脇見時間と俯角（参加者 B） 

 
図 5 脇見時間と俯角（参加者 C） 

3.3 操舵角 SD 
操舵角 SD と SW の地上高との関係を調べ

た（図 6）。SW の地上高が高くなるにつれ

て、SD が小さくなっていることがわかる。

SW の地上高が高くなると SW に対しての俯

角が小さくなる。この結果から、俯角が大き

くなることで、操舵角のばらつきが大きく出

ることが分かった。 

 
図 6 SW の地上高と操舵角 SD 

４ まとめ・今後の課題 
この実験システムで、俯角と、読み取りの

脇見時間や運転操作・行動の関係を検討でき

る可能性が得られた。今後、これらの関係を

明確にするため、俯角を広くばらつかせる必

要がある。そのために、実験参加者を増やし

アイポイントの幅を広くとるとともに、SW
の地上高の実験条件を増やしていく。 

「参考文献」 
1) 飯星：車載情報機器の基準と運転中使用

規制，国際交通安全学会誌，31(2)，
pp.125-130 (2006) 

― 907 ―


